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新たなイノベーションによる地域
資源の創出と地域課題の解消へ



地域循環共生圏を実現することで目指す地域の姿
 地域資源の自然や伝統を生かしつつ、新たに生まれる手法（伝統と技術の共生）

やつながり（地方と都市部）を融合することで、新たなイノベーションを創出
 それを越前市全体につなげ、新たな地域の資源となっていく仕組みを形成
 新たな産業の創出、関係人口の増加を図って地域課題を解決していく





地域のありたい未来の実現のために

◎ 今年度の到達目標・チャレンジしたいこと
・イノベーション、新たな産業創出を目的として都市と地方、伝統と技術が共生する仕組
みづくり、新たな関係性の構築

◎ ありたい未来の実現や、地域の課題解決のために、
今年度中にクリアする課題、年度末にたどり着きたい具体的な状態など

・地域の課題を解決できるビジネスを実現できるような企業・団体との連携
（地域のさまざまなステークホルダーを巻きこむ）

◎ 地域のありたい未来に至るために、今年度何をどこまでやるか
・勉強会・グループワークで、地域の経済循環の視点で課題解決の手法を検討していく
（新駅周辺開発で同時検討される脱炭素イノベーションやスマートシティ戦略、開発
ルールとの連携・情報共有を図りながら検討を進める）
・シンポジウムで、新たな企業・団体を巻きこんでいく





こんなことを助けて欲しい！

今回の取り組みでは、企業や団体（市民）と勉強会やワーキングを行う
予定だが、そもそも、地域循環共生圏やSDGｓの概念、身近にできる取
組みなどへの理解が得られていないように感じる。

 そこで、地域循環共生圏やSDGｓの専門家のスピーカーとしての派遣や、
紹介をお願いしたい。

 同様に、地域のエコシステム構築、そこに至るイノベーションの創出など
の専門家、５Gやブロックチェーン、VPPなどの科学技術に関する専門家
も、スピーカーとして派遣や紹介をお願いしたい。

また、官民一体の事業の創出に不慣れで、官主導×地域受注（or受容）
に慣れた、民からのポジティブな提案が起きづらい傾向がある。

 そこで、ワーキングをする際に、「市民の主体的な連携」につながるよう
に場を進める技術を持ったコーディネーターやファシリテーターの派遣や
紹介をお願いしたい。


